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 1.1 研究背景と目的 
2014 年 6 月に改正された学校図書館法において、学校司書が図書館運営に関わる職員と




























































2016 年の 10 月に報告された「学校図書館の現状に関する調査」9によると、現在の司書
教諭の配置率は、小学校では 68.0％（うち 12 学級以上の学校においては 99.3％）、中学校
では 65.0％（うち 12 学級以上の学校においては 98.3％）、高等学校では 84.5％（うち 12
学級以上の学校においては 96.1％）である。一方、学校司書の配置率は、小学校では 59.2％、
中学校では 58.2％、高等学校では 66.6％であると報告された。司書教諭、学校司書ともに









































 1.2 先行研究 
 先行研究として、以下の論文を挙げる。 
（１）平久江祐司．日本の中学校図書館担当者の職務の現状と意識に関する研究：学習情報
センターにおける図書館担当者の職務構成のあり方．Library and Information Science．
2010,63,p.19-39 
（２）平久江祐司．日本の小学校図書館担当者の職務の現状と意識に関する研究：学習情報




















（４）松本直樹, 松田ユリ子. 学校図書館関連団体の活動とその規定要因. 大妻女子大学紀





















































・文部科学省. “学校図書館法（昭和 28 年法律第 185 号）抄”. 文部科学省. http://www.
mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/cont_001/011.htm, (参照 2016-05-15) . 





(参照 2016-05-16) . 
・文部科学省. “学校図書館: 学校図書館司書教諭講習科目に相当する授業科目について”.
 文部科学省. http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/sisyo/1349638.htm, (参照 
2016-05-16). 
・図書館司書の資格取得ガイド. “図書館司書の資格取得ガイド: 必要な科目と単位数”. 
図書館司書の資格取得ガイド. http://toshokan.biz/sikaku/tanni.html, (参照 2016-05-16). 
・SLiiiC.“SLiiiC 学校図書館プロジェクト--働き人と学び人の共創-- 学校図書館に携わ
るすべての人と創り出したい･･･”.SLiiiC. http://www.sliiic.org/,(参照 2016-05-16). 
・神奈川県学校図書館員研究会. “神奈川県学校図書館員研究会 TOP ページ”. 神奈川県
学校図書館員研究会. http://www.kastanet.pen-kanagawa.ed.jp/index.html, (参照 2016-
05-16). 
・学校図書館議員連盟ほか. “改正学校図書館法 Q＆A: 学校司書の法制化にあたって”. 改
正学校図書館法 QA - 学校図書館整備推進会議. http://www.gakuto-seibi.jp/pdf/2014leafl
et4.pdf, (参照 2016-05-16). 
 
1 )文部科学省 . “これからの学校図書館の整備充実について（報告）” . 文部科学省 . 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/10/2
0/1378460_02_2.pdf, (参照 2016-11-09). 
2)全国学校図書館協議会. “学校図書館関連ニュース: 【速報】学校図書館法改正 学校司書
法制化が実現しました” . 全国学校図書館協議会 . http://www.j-sla.or.jp/slanews/post-
117.html, (参照 2016-12-05). 
3)日本図書館協会. “日本図書館協会の見解・意見・要望: 学校図書館法の一部を改正する法
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4)国立国会図書館国際子ども図書館. “子どもと本の情報・調査: 日本図書館協会、改正学校
図書館法についての見解及び要望を発表” . 国立国会図書館国際子ども図書館 . 
http://www.kodomo.go.jp/info/child/2014/2014-054.html, (参照 2016-12-05). 
5)学校図書館問題研究会. “学図研の最新情報: 第 32 回全国大会（岐阜大会）にて 専任・
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enu/shingi/chousa/shotou/115/shiryo/attach/1373978.htm, (参照 2016-12-05). 
7)文部科学省. “学校図書館: 「司書教諭」と「学校司書」及び「司書」に関する制度上の比
較”. 文部科学省. http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/sisyo/1360933.htm, (参
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照 2016-11-09). 
8)上掲 7） 
9)文部科学省児童生徒課. “平成 28 年度「学校図書館の現状に関する調査」の結果につい
て”. 文部科学省. http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/__icsFiles/afieldfi
le/2016/10/13/1378073_01.pdf, (参照 2016-11-28). 
10)渡辺重夫. 特集, 司書教諭と学校司書の連携: 司書教諭と学校司書の協働, 図書館の基本






































その後、1997 年に学校図書館法が改正された際には、上記で挙げた附則第 2 項が「司書
教諭設置の猶予期間が平成 15 年 3 月 31 日までの間とされる学校」から「学級の数（通信
制の課程を置く高等学校にあっては，学級の数と通信制の生徒の数を 300 で除して得た数





会（全国 SLA）は、2011 年 11 月に当時の文部科学省大臣に対し、「学校図書館の充実につ
いてのお願い（要望）」11を提出した。その中には、司書教諭の配置促進等の他に「学校司書
の法制化及び配置の促進」も盛り込まれていた。 





























































しかし、これらの要望が学校図書館法の改正案に生かされることはなく、2014 年 6 月 13
日に衆議院本会議で可決、同年 6 月 20 日に参議院本会議で可決され、法案が成立した。同




































 2014 年の 6 月に公布され、翌年の 2015 年 4 月より施行された改正学校図書館法である
が、法改正の前後で学校司書の配置率は以下のよう1516に変化した。 
2014（平成 26）年：小学校 54.4%、中学校 53.1%、高等学校 64.4% 





ることは間違いない。改正された学校図書館法第 6 条附則第 2 項において、「学校司書とし
ての資格の在り方、その養成の在り方等について検討を行い、その結果に基づいて必要な措





司書教諭らで構成されている。会議は 2015 年 9 月の発足から全 8 回行われており、その内
容は主に学校司書の養成課程や資格、今後の学校図書館運営について等、学校司書の中心に
様々な内容は話し合われた。2016 年 10 月には、これら全会議の報告事項として、「これか
らの学校図書館の整備充実について（報告）」18を文部科学省の Web ページに掲載した。こ







 2014 2016 推移  2014 2016 推移 
合計 66.5% 66.9％ 4.4↑ 24 三重県  100.0% 98.3％ 1.7↓ 
1 北海道 1.3% 5.6% 4.3↑ 25 滋賀県   100.0% 100.0% → 
2 青森県 8.8% 16.1% 7.3↑ 26 京都府  98.2% 82.5% 15.7↓ 
3 岩手県 12.3% 21.5% 9.3↑ 27 大阪府   39.0% 13.0% 26.0↓ 
4 宮城県 97.4% 97.3% 0.1↓ 28 兵庫県   42.8% 3.9% 38.9↓ 
5 秋田県 39.2% 37.5% 1.7↓ 29 奈良県  82.9% 85.7% 2.8↑ 
6 山形県 100.0% 100.0% → 30 和歌山県   94.6% 97.1% 2.5↑ 
7 福島県 63.6% 74.2% 10.6↑ 31 鳥取県   100.0% 100.0% → 
8 茨城県  47.9% 40.0% 7.9↓ 32 島根県  100.0% 100.0% → 
9 栃木県  100.0% 100.0% → 33 岡山県  89.2% 84.6% 4.2↓ 
10 群馬県  100.0% 100.0% → 34 広島県  2.2% 2.2% → 
11 埼玉県  98.6% 100.0% 1.4↑ 35 山口県   63.5% 67.3% 3.8↑ 
12 千葉県  5.3% 89.1% 83.8↑ 36 徳島県  100.0% 96.9% 3.1↓ 
13 東京都  72.6% 54.1% 28.5↓ 37 香川県   100.0% 100.0% → 
14 神奈川県  100.0% 99.4% 0.6↓ 38 愛媛県  42.9% 34.7% 8.2↓ 
15 新潟県  70.9% 97.6% 26.7↑ 39 高知県  97.1% 100.0% 2.9↑ 
16 富山県   97.6% 97.6% → 40 福岡県   99.0% 100.0% 1.0↑ 
17 石川県   93.3% 95.6% 2.3↑ 41 佐賀県  100.0% 100.0% → 
18 福井県  86.7% 100.0% 13.3↑ 42 長崎県  40.4% 42.1% 1.7↑ 
19 山梨県  100.0% 100.0% → 43 熊本県  100.0% 100.0% → 
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20 長野県   100.0% 98.8% 1.2↓ 44 大分県  95.5% 100.0% 4.5↑ 
21 岐阜県   92.5% 93.9% 1.4↓ 45 宮崎県  95.1% 95.1% → 
22 静岡県   45.7% 45.7% → 46 鹿児島県  98.6% 100.0% 1.4↑ 
23 愛知県  54.0% 50.0% 4.0↓ 47 沖縄県  100.0% 100.0% → 
※文部科学省「公立学校における司書教諭発令状況及び学校司書配置状況（都道府県）『公立高等学校における司書教諭
発令状況及び学校司書配置状況』」より1920 
 表１を見ると 2014 年から 2016 年までに学校司書の配置率が増加傾向にあったのは 47





























































































































単位数等については、以下の表 2 を参照する26。 
表 2:モデルカリキュラムの内容 
①学校図書館の「運営・管理」に関する職務に携わるための知識・技能 
科目名 司書 教職課程 司書教諭 単位数 
学校図書館概論    ２ 
図書館情報技術論 ○   ２ 
図書館情報資源概論 ○   ２ 
情報資源組織論 ○   ２ 
情報資源組織演習 ○   ２ 
学校図書館サービス論    ２ 
学校図書館情報サービス論    ２ 
②児童生徒に対する「教育」に関する職務に携わるための知識・技能 
科目 司書 教職課程 司書教諭 単位数 
学校教育概論    ２ 
学習指導と学校図書館   ○ ２ 















































目の 3 種類に分けられ、合計 11 科目(各 2 単位)で構成されている。司書資格課程の各科目
名と内容、さらに学校図書館の整備充実に関する研究協力者会議が提示した重複部分(以下
の表に＊で示す)については、表 3 を参照する2930。 
表 3:司書資格取得のための授業内容 
基礎科目  
生涯学習論 生涯学習及び社会教育の本質の理解等  
図書館概論 図書館の機能や社会における意義や役割の理解等  
図書館情報技術論 図書館業務に必要な基礎的な情報技術の修得等 ＊ 
図書館制度・経営論 図書館や関連する領域の法律、図書館政策についての解説当  
図書館サービスに関する科目 
図書館サービス概論 図書館サービスの考え方と構造の理解等  
情報サービス論 図書館における情報サービスの意義を明らかにする等   
児童サービス論 児童を対象とした、発達と読書の役割等  





























様々ではあるが、基本的に以下の合計 5 科目(各 2 単位)で構成されている。司書教諭資格課
程の各科目名と内容、さらに学校図書館の整備充実に関する研究協力者会議が提示した重


























































題が残る。司書教諭の配置率は小学校では 68.0％（うち 12 学級以上の学校においては
99.3％）、中学校では 65.0％（うち 12 学級以上の学校においては 98.3％）、高等学校では
26 
 
84.5％（うち 12 学級以上の学校においては 96.1％）37と児童生徒の多い学校においては比
較的に高い数値となっているが、現状ではこれらの司書教諭は担当授業時間数の問題から、
学校図書館の管理まで手が回っていないことが報告されている。また、学校司書の配置率は
































































































科学省. http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/sisyo/1360933.htm, (参照 2015-
10-4). 
・丹羽正昇. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 
横浜市が求める学校司書. 図書館雑誌. 2014, 108(11), p.744-745. 
・河村建夫. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 
理想の学校図書館目指して, 学校司書法制化後の取り組み. 図書館雑誌. 2014, 108(11), p.
740-741. 
・森田盛行. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 
学校司書法制化とこれから. 図書館雑誌. 2014, 108(11), p.742-743. 
・山本宏義. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 
「学校司書」をめぐる日図協の取り組み. 図書館雑誌. 2014, 108(11), p.748-749. 
・東谷めぐみ. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 
あらためて学校図書館の教育的意義を考える, 「学校図書館の教育力 7 項目」の検証から. 
図書館雑誌. 2014, 108(11), p.746-747. 
・塩見昇. 特集, 学校司書法制化以降-いま「学校司書」に求める専門性・その具体化: 学
校司書法制化がもたらしたもの. 図書館雑誌. 2014, 108(11), p.737-739. 
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いる点の 3 点を挙げる。 
 神奈川県の学校司書配置率は、文部科学省が統計を発表し始めた 2012（平成 24）年41か
ら、高等学校では常に高水準を保っており、小学校、中学校においては、配置率の増加が目
覚ましい。詳細は以下の表 5 を参照する。 
表 5:神奈川県の各校種においての学校司書配置率の推移 
 小学校 中学校 高等学校 
2012（平成 24）年 48.4％ 52.3％ 98.1％ 
2014（平成 26）年 71.1％ 62.0％ 100％ 



















































 2016 年現在、神奈川県では学校司書を含めた司書職の募集を年に 1、2 名規模ではある
























採用してこなかった理由の 1 つである。 
これ以降、欠員は臨時採用職員で賄い続けてきた神奈川県であるが、2012 年度に 12 年
ぶりに新規採用を再開した。しかし、この時、採用された職員は公共図書館へと配置され、










回っている。その待遇は、採用時の月収で約 20 万 4000 円と神奈川県においては通常の公
務員と同額の給与である。一般的に学校司書の平均給与は短期大学相当の約 15～16 万円前
後と言われる中、通常の公務員と同等の扱いは破格と言える。また、勤務時間は平日の 5 日
間を基本とし、8 時 30 分から 17 時 15 分とされている。しかし、この時間配分はあくまで
目安であり、一週間当たりの勤務時間として定められているのは、38 時間 45 分である。こ
の勤務時間が維持できれば、基本的に始業・終業時間は各学校の裁量に任されている。休暇


















学校司書は 1 校 1 名が原則であり、学校によっては複数名配置されるという例もあるが、



















































































 第 5 章において、臨時採用職で現在勤務されている学校司書の方の聞き取り調査の内容
を記述するが、契約更新を重ねた学校司書は基本的にこの研修会には参加しないとのこと
であった。その理由として、「毎年同じことをやっているため、着任当初の数年間ぐらいし
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構成された神奈川県公認の研究団体であり、2015(平成 27)年に発足から 60 年を迎えた。現
在の名称が使われ始めたのは、発足から 2 年後の 1957(昭和 32)年からであり、発足当初は
「神奈川県学校図書館事務職員親睦会」という名称が用いられていた。2016 年 4 月 1 日時
点で、190 校 197 名が会員として在籍している58。内訳は神奈川県立高等学校(盲学校・ろ
う学校・分校・中等教育学校を含む)147 校 147 名、市立高等学校 12 校 12 名、私立高等学




























重なり、「司書教諭の設置の特例」として同法の附則 2 項に「学校には、平成 15 年 3 月 31








交換を積極的に行い、2 年後の 1955（昭和 30）年に加入校７校という規模ではあったが、
「神奈川県学校図書館事務職員親睦会」がスタートした。 












を行ってきた静岡県が 1959（昭和 34）年に司書の公費化を実現した一方、神奈川県が PTA






















究活動、研究会全体での年 3 回の研究会、研究紀要の発行に分けることができる。 
 
（1）地区会においての研究活動62 





 ・図書館の PR を考える 
 ・学校図書館の日常活動の見直し～選書基準・廃棄基準・利用案内などについて 
 ・ライトノベルの研究 



























































1 月 19 日現在で、レファレンス事例 548 件（一般公開は 332 件）、調べ方マニュアル（ブ
ックリスト）234 件（一般公開は 151 件）が登録されている。 

































（県立 6 名、市立 2 名）と報告された。 
 
（3）全体研究会 
 神奈川県学校図書館員研究会では、年 3 回の全体研究会が存在する。5 月頃に行われる春

















われた。開催が夏休み期間ということもあり、その多くが 9 時頃から始まり、終了が 17
時という、規模の大きなものである。 
（c）冬期研究会71 
  12 月頃に開催される地区会の研究発表を中心とした研究会である。これも夏期と同じ
く、9 時頃から始まり、17 時頃に終了する規模の大きな研究会となっている。日程は午
前中に地区会の研究発表に充てられ、午後に講演会を行うというものになっている。午前












49）年 5 月に発行された 58 号である。研究会の発足が 1955（昭和 30）年72であることを





 また、15 周年、20 周年などの記念の年には、記念号として『あゆみ』が発行される。そ
の内容はこれまでの研究会の活動を振り返るものであり、その際には当時の研究会の会長
などがそれぞれコメントを寄せている。第 1 号は 1970（昭和 45）年に、研究会発足 15 周
年を記念して発行され、以後 20 周年には第 2 号、30 周年には第 3 号と発行を重ね、発足
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①勤続年数 20 年以上の正規雇用者（学校司書としての一律採用） 






















①勤続年数 20 年以上の正規雇用者（学校司書としての一律採用）・・・・・１名 
②勤続年数 10 年から 20 年の臨時採用者・・・・・・・・・・・・・・・・１名 
③勤続年数２年以下の新人正規雇用者・・・・・・・・・・・・・・・・・２名 












 学校司書 勤務する高等学校 
勤続 20 年以上 A さん 神奈川県立向の岡工業高等学校 
勤続 10～20 年 B さん 神奈川県立生田高等学校 
勤続２年以下（１人目） C さん 神奈川県立 G 高等学校 
勤続２年以下（２人目） D さん 神奈川県立 H 高等学校 
 















































































































ュールの内容を区分する手法を採用した。これを調査対象者 4 名×3 日間の業務内容に振り
分け、実際に調査期間において対象者が行った業務内容をグラフ化した。なお、対象者 4 名






































































 A さんの 3 日間の業務内容の特徴として、他の 3 名よりも多種多様な業務を行っている
という点がある。これは、A さんの勤務年数が約 30 年というベテランという立場からこれ
までの経験で細やかな時間配分が可能となっていることで、空き時間を有効に活用しなが
ら業務を行っていると考察する。特に時間を割いていた業務は、3 日間の合計が約 200 分と













































































 また、他の 3 名の業務内容では殆ど見られなかった H-a-6(その他の慣例)に関する業務に







 また、業務観察中に B さんの空き時間を用いて、様々な率直な意見を頂いたため、以下

















・話しやすい先生は養護教諭の先生   
学校司書は基本的に学校に 1 名しかいないため、一人職場同士の話ができるのは養護
教諭の先生くらい。しかし、だからと言って無理に教員の輪に入らなくてもいいと思う。 
・地区会とかで気軽に話せる人を作るといい   
  これが、いつしか自分の人脈になる。  
・削れる仕事は思い切って削ってしまう   
前任者が行っていた業務でも、いらないと思ったら削ってしまう。それぐらいの気持ち




























































 G 項目(蔵書管理)に関する項目は、他の学校司書同様 3 日間の業務の中でも均等に時間が
割かれている。これは、G 項目の特に G-e-2(台帳の作成)、G-e-5(装備)、G-e-6(排架)の流れ
に一貫性があるためと思われる。なお、A さんや B さんが行っていた G-e-4(目録)の項目が
なかったのは、C さんが蔵書管理に目録カードの作成を行わない方針を取っていたからで
ある。 






 また、時間としてはそれほど長くはなかったものの、他の 3 名には見られなかった特徴
として、POP 作成に力を入れていた点を挙げる。この POP は生徒が作成したもののみなら
ず、シーズン毎に特設されるコーナーを飾るために C さん自身が業務の合間を縫って作成
するものであった。 






 D さんの特徴として挙げられるのは、3 日間の合計が約 150 分であった C-c(貸出・返却
作業)よりも圧倒的に E-d-2(図書委員会)が約 300 分と突出していることである。この傾向
は A さんにも見られたことであるが、D さんの場合は図書委員が図書室を訪れる時間帯は

















































 また、この特徴は C-g 項目(レファレンスサービス)のうち、C-g-1(受付)、C-g-2(処理)の業





も行えるような業務を優先的に片付ける傾向にあった。それが主に G 項目(蔵書管理)の G-
e-2(台帳の作成)と G-e-5(装備)の業務であった。 
 さらに調査日の 3 日間は図書館の授業利用が相次ぎ、D さんはその対応に追われること
も多々あった。それが、E-b 項目(教科へのサービス(一般教科)に関する業務であった。特に





















C-c ○ ○ ○ ○ 
C-d ○ 
   
C-e ○ ○ ○ ○ 













   
E-b-1 
   
○ 







   
E-b-5 ○ 
   
E-b-9 





E-d-5 ○ ○ 
  
F-a-1 
   
○ 
F-a-2 ○ 













   
G-a-4 ○ 
   
G-c-1 ○ ○ ○ ○ 
G-c-3 
   
○ 







G-d-3 ○ ○ ○ ○ 




G-e-1 ○ ○ ○ 
 
G-e-2 ○ ○ ○ ○ 
G-e-3 ○ ○ ○ 
 
G-e-4 ○ ○ 
 
○ 
G-e-5 ○ ○ ○ ○ 
G-e-6 ○ ○ ○ ○ 
G-g-1 







   






   
情報探索 ○ ○ ○ ○ 
地域開放 ○ 
   
返却からの排架 ○ ○ ○ ○ 
連絡 ○ ○ ○ ○ 
特別 ○ 





























   
○ 
サイン作成 
   
○ 
案内表示 
   
○ 
書類整理 
   
○ 
業務関係 





   
○ 
情報交換(教) 
   
○ 
修理 
   
○ 
  






特に業務の中心的な存在は C-e(貸出・返却)と E-d-2(委員会活動)であり、4 名の業務内容に
おいて、最も多くの時間を要していた業務である。また、G 項目(蔵書管理)では、選定から






















りを行った。結果は表 7 に示す。 
 
表 7:調査対象者の属性 








勤務年数 約 30 年（1987 年
採用＝29 年） 
13 年目 2 年目 2 年目 
常勤・非
常勤 






























欠員臨時任用 正規司書職 正規司書職 
 
 第 3 章において、神奈川県の県立高等学校に勤務する学校司書は基本的に常勤であると
述べた通り、調査対象者 4 名ともに常勤で勤務しているとの回答を得た。また、勤務時間数














13 年目の B さんは、神奈川県が学校司書を含めた司書職の募集を行っていなかった頃に、
臨時採用の学校司書として継続で勤務されていることもあり、肩書は欠員臨時任用職員と







 次に、対象者 4 名が勤務する学校図書館の施設・設備に関しての現状を把握するために



































準備室 33.3 ㎡ 図書準備室 
35.52 ㎡ 

















(2015 年 3 月時点) 
＊構成は下記にて
表として表す 














なかった。A さんの勤務校のように約 100 ㎡という狭い面積の中でも 2 万冊弱の蔵書量を
維持できることもあれば、D さんの勤務校のように約 250 ㎡という比較的広い面積を誇る













 3 校の構成データを比較すると、やはり工業系高等学校である向の岡工業高校は 5 類(技
術・工学)に関する蔵書が他の 2 校と比較しても突出している。また、H 高等学校において
7 類(芸術・美術)に関する蔵書が突出しているが、これは他の 2 校がその他に分類している





















































































































 上記の結果から、図書館の管理運営用の PC の配備は完備されているものの、利用者が利
用できるような検索端末は未だ配備が進んでいない状況であることが見て取れた。そのた


































































































































































































利用者：約 100 人 





















































 1 日平均の利用者は約 70 から 100 名前後、貸出も平均約 80 から 100 冊前後という結果
であった。最も利用者と貸出が少なかったのは生田高等学校であったがそれでも 1 日の平
































































































































































































































































































































 上記の項目においては、回答を得られたのが 2 名であったため、この 2 名の回答からま
とめを行う。 




ていると考えられる。また、回答を得られなかった B さん、C さんについても業務観察中
に活動報告やこれに類すると推測される作業を行っていたため、これらは各学校において
も報告義務として、提出することが慣例になっていると予想する。 
 利用案内に関しても同様に A さん、D さん共に作成しているとの回答を得た。この利用
案内は基本的に常時図書館に設置されているものであり、オリエンテーションを行う際に
は 1 年生に資料として配布しているという点も共通していた。また、回答を得られなかっ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 他の学校司書との関わりは、第 4 章において記述した通り、地区会や研究会を通して人
脈を形成し、常に情報交換を行っているという裏付けができる結果となった。特に勤務年数






































































































































































































































































































































































































































いことであると A さんは述べた。これは、業務観察中に B さんも述べており、やはり学校
司書同士の繋がりを維持できているとはいえ、身近に相談できる人がいるのといないので






 反対に C さんが回答として述べたことは、学校内での学校図書館に対する期待の薄さに





























































































































































































































 教員との関係については、特にないと回答したのが C さんと Dさんであった。C さんは
まだ教員との関係に関しては、手探り状態ということもあり、今後関係が築けた際に何かし















































































































































































































題は特にないと回答したのは D さんであったが、これは不備があったものは 1 年目の際に
全て交換や付け替え等を行った関係で、現在のところ直ぐに直せるもので施設、設備に課題






















 また、A さんや B さんのように学校図書館の変化に対し、何とか対応しようとしている
学校司書もいれば、そろそろ設備の更新が欲しいと回答したのは C さんであった。特に C




 予算については、意見が二極化することとなった。A さんを除く、B さん、C さん、Dさ



















































































































































































































































③の引き継ぎ時間の確保は C さんの意見である。C さんは着任の際に満足に引き継ぎが
行えなかったことで、業務上に大きな影響が出たという体験から、先任者との引き継ぎ時間
を神奈川県の方から確保することを強く望む、と述べていた。 














提示する。A さんは 3 項目、C さん、Dさんの両名はそれぞれ 1 項目を追加した。なお、B
さんについては、先述したように業務観察中に様々な意見を頂いたため、そちらを重視し本
項目では省略する。A さんの回答については表 28 に、C さん、D さんの回答は表 29 にま
とめた。 

































































































現状を把握するために以下の項目で聞き取りを行った。結果は表 30 に示す。 
 
表 30:マニュアルについて 

































































































































































































































































































































































































































74) 上掲 64) 
75) 神奈川県学校図書館員研究会スタッフマニュアル研究委員会編. 学校図書館運営のため
のスタッフマニュアル 神奈川版: 第 2 版 事例編. 神奈川県学校図書館員研究会スタッ
フマニュアル研究委員会, 2008, 63p. 
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鍵保管場所（a）   B-a 
掃除（ｂ）   B-b 
給油（c）   B-c 
蛍光灯（ｄ）   B-ｄ 



















開館（a） 開館時間（1） C-a-1 
休館日（2） C-a-2 
その他（空き時間の対応）（3） C-a-3 
閲覧（方式）（ｂ）   C-b 
貸出・返却（c）   C-c 
特別貸し出し（ｄ）   C-d 
督促（e）   C-e 
予約制度（f） 受付（1） C-f-1 
処理（2） C-f-2 
利用者への連絡（3） C-f-3 




ブックトーク・読み聞かせ（ｈ） 設定（1） C-h-1 
実績（2） C-h-2 
コピーサービス（i）   C-i 
パソコン利用サービス（j） 機器の使用・貸出 C-j 
利用案内（D） 
  
作成資料（a）   D-a 















































































展示資料（ｂ） ポスター（1） F-b-1 
新着案内（2） F-b-2 
その他（3） F-b-3 



















































資料の収集及び選定（c） 収集資料の範囲（1） G-c-1 
選定方法（2） G-c-2 
寄贈（3） G-c-3 


















































学校の将来展望（ｂ）   H-b 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   　生徒とおしゃべりをしたり、図書館関係以外のことでも親身になって相談に乗ったりしている
開館
→曜日ごとに掃除する場所を変えている
→月：整備室、火：閲覧室３F左側
　水：閲覧室３F右側、木：閲覧室４F
　金：階段
→一週間で掃除が終わるように
12:00 G-e-2
12:25 ２時間目終了
C-c
整理作業
13:20 ＬＨＲ開始
13:50 C-e
14:05 ＬＨＲ終了 C-c
E-d-2
14:15 ３時間目開始
14:25 サイン制作
14:35
14:45 F-a-1
15:00 G-c-1
G-d-1
15:15 G-g-1
15:40 E-d-2
15:45 ３時間目終了
放課後 C-c
E-d-2
C-g-1、C-g-2
16:15 G-e-5
16:38
16:40
＊職員室での作業があるため、帰宅はもう少し後
補：今回は生徒用であるが、月に１度職員用の広報紙も発行している
→生徒たちの様子や図書館で行っていることの報告も兼ねて
→各学年と職員室、事務室に各１部ずつで合計５部発行
３）基本的に督促状に「早く返してほしい」という文言は使わない
→本を持っているか、という確認のために発行しているため
→先生などは返却する時間がなくて返せなくなっていることも多いため、無理に急かしたりはしない
＊基本、受入作業やブックカバーかけ作業などもカウンターで生徒とおしゃべりしながら行う
補：月曜日のＬＨＲは原則生徒は全員参加のため、この時間だけは生徒は来ない
→この間にお昼を済ませてしまうのが日常
→曜日によってはお昼の時間が遅くなることもおおい
→生徒が確実に来ないのは月曜日のこの時間だけ
→いつが閉館など
→貸出期限が１１月に突入するため、これをしておかないとＰＣ上で混乱が起きる
データのバックアップ
→これにて業務は終了
→司書はレファレンスの対応
ブックカバーかけ作業をカウンターで行う
→生徒と雑談しながら
閉館
→本来なら１６：３０に閉館するのだが、生徒が帰る時間によっては多少延びることも
PC上の予定（１１月分）を入れておく
→これが原簿になる
来ている図書委員に仕事を頼む
→今月は除籍作業
放課後利用、開始
・利用者対応
→返却、貸出作業と除籍グループに分け、図書委員に任せる
図書館広報紙の印刷補）
見積書の作成
→支出伺い書
ついでに発注書のメールも作って、送ってしまう
除籍の起案が通った連絡あり
→リスト化しておいたものを印刷
→基本的に貸出されている本の情報は見えないように織り込んだのち、ホッチキス止めをする
中休みの利用者対応
→図書委員が来たら、ブックカバーの裁断を頼む
閲覧室に貼るシールをテプラで作成
事務室と職員室に行く（トイレに行くついで）
→相互貸借の本が来ていたり、起案が返ってきていることもあるため確認も兼ねて
→交代している間は閲覧室の書棚の整理などを行う
お昼補）
→食後に図書館の案内をしてくれた
督促状の作成３）
→ＰＣで作成し、印刷するスタイル
→貸出のデータから督促が必要な利用者の情報だけを抜き出せるように工夫
→スペースが空いたら、そこから補充する
新着本の書誌データ読み込み作業（登録作業）、再開
昼休み利用、開始
・利用者対応
→図書委員が来たらカウンターを交代
閉館
Dさん(２日目)
時刻 時間割 分類
8:10
8:15
8:25 H-a-2
8:35
B-b
8:48 E-b-3
G-e-6
8:53 案内表示
8:55 ＳＨＲ開始
9:00
9:05 ＳＨＲ終了 C-c
C-g-1、C-g-2
9:10 １時間目開始
9:13 返却本の排架
9:18 G-e-5
9:23 E-d-2
9:25 情報提供
9:40 E-d-2
9:55 G-e-2
10:07 F-b-2
10:15
整理作業
整理作業
10:20 １時間目終了
C-c
C-g-1、C-g-2
10:35 ２時間目開始 C-c
E-d-2
G-e-2
11:18 E-d-2
11:25 G-e-2
11:38
E-d-2
11:45 ２時間目終了
C-c
C-g-1、C-g-2
11:50 G-d-3
12:00 G-e-4
12:05
12:30 E-b-3
３）漫画のみ貸出カードを使用
　　「仕事をしてくれていることを司書はちゃんと見ているよ」と伝えるため
→これが生徒のやる気に繋がる
２）作業の確認というよりも、図書委員に対して
＊作業の合間に授業のない生徒に対しての利用者対応が多い
→対応していない時間にできることをやる、といった状態
１）３時間目に授業利用あり
→資料自体はすでに集めて、整備室に置いておいた
＊余談
閉館時間が早まったりする場合も入口付近でその旨を掲示する
備考
本日は７０分授業に変更
→３時間目の後に講演会が入っているため
本屋さんが納品に来たため、一時カウンターを離席
→整備室にて受け取り
漫画の貸出カードを作成（新しく来た分）
利用者対応、再開
３時間目の授業利用で使う本や資料を４Ｆへ運んでおく
→授業利用で図書室を利用する場合は主に４Ｆを使用して貰う
上記の受入データを印刷
これが一区切りついたところで、図書委員とおしゃべり
昼休み利用、開始
利用者対応
・貸出、返却
・レファレンス
授業がない生徒に対しての利用者対応
図書委員が来たら、仕事を頼む（カウンターで作業）
→今回はブックカバーを裁断する作業
新着本の受入作業、再開
図書委員が切り終わったブックカバーをまとめて整備室へ
新着本の受入作業、再開
→借りられた本に貼られていたものは、返却された時にまた貼れるようにストックしておく
・新着コーナーの整理
・漫画の貸出カードの整理３）
中休みの利用者対応
・貸出（多め）、返却
・レファレンス
→ついでに本に挟まっている納品書を受け取る
→納品書はそのままファイリングしておく
新着本の受入作業
→予め印刷しておいた管理用のバーコードを貼り、その番号を読み込んだ書誌データとくっ付ける方式
話題の本には紹介記事やＨＰなどのトップ画面を印刷したものを本に貼り付け、新着コーナーに置く
→この準備と整理をする
カウンターでブックカバーかけ作業
図書委員に仕事を頼む
→今回は新着本の開封と受入印押し
新聞をコピーし、切り抜く
→終わったら掲示する
作業をしている図書委員の様子を見に来る２）
授業のない生徒に対しての利用者対応
・貸出、返却（基本的にカウンターで作業）
・レファレンス
→「～ってありますか？」と生徒が聞いてくる場合は大概タイトルが違う
　　なので、そこから連想ゲームのようにしてタイトルを割り出し、ある場合は貸し出す
返却本の排架
・閲覧室の掃除
授業利用で使用する本や資料をまとめる１）
終わり次第、新着雑誌の排架
タイムスケジュールが変わることや３時間目に授業利用が入ることを
入口付近に掲示する
→これを書いておかないといつも通りに来た生徒が混乱するため、ちょっとした心遣い
内容
図書室に荷物を置いたら事務室へ
事務室にて、新聞の整理
整理した新聞を持ったまま、会議に出席
開館準備
・閲覧室ＰＣ、整備室作業用ＰＣの立ち上げ
業務
出勤
職員会議
整理作業
開館
12:40 ３時間目開始 E-b-1、E-b-2
12:45 C-c
12:50 E-d-2
12:53 E-b-2
13:00 C-g-1、C-g-2
13:03 見回り
13:10 E-d-2
整理作業
C-g-1、C-g-2
13:20 E-d-2
13:30 書類整理
13:35 連絡
13:40 見回り
13:50 C-c
13:55 ３時間目終了 E-b-9
14:00 講演会開始
14:20 C-e
14:43 C-e
14:50 業務関係
15:00 講演会終了
15:05 情報探索
15:10 ＳＨＲ開始
15:30 ＳＨＲ終了
放課後 C-c
E-d-2
G-g-1
15:45 整理作業
15:50 G-g-1
C-c、C-g-1、C-g-2
16:40
16:50 C-c、C-g-1、C-g-2
16:52 B-b
17:08
＊全員出席の講演会のため、生徒はいない
＊時間がある時じゃないとできないため、まとめて行ってしまう
図書委員が分別した廃棄本をまとめる
→合間に貸出、レファレンス
閉館
生徒が来たため、閉館しても貸出、レファレンスを行う
ゴミ捨て（外のゴミ捨て場まで持っていく）
戻ってきたら、整備室の片付けをして業務終了
・利用者対応
→貸出、返却作業は図書委員が来たら交代する
・手の空いている図書委員に仕事を頼む
→古い本の廃棄（カバーと本体を切り離す作業（分別の関係で））
新着本の整理
→合間にカウンター作業
督促状、リクエスト本のお知らせを各クラスの配布ポストに入れに行く
残業届をまとめて申請しに行く
時間があまったため、資料探索作業
放課後利用、開始
閲覧室の見回り
授業利用の生徒や授業の無かった生徒たちの帰り際の貸出対応
→このタイミングの場合、貸出の方が圧倒的に多い
授業利用で使用した本や資料の回収
お昼
督促状の作成（ＰＣからの印刷）
→その際に要望があった場合、生徒や先生に対してのレファレンスを行う
追加でやってきた図書委員と有志生徒（ライブラリアンと呼称）に仕事を頼む
→廃棄本の処理とカウンター作業をそれぞれ
→頼み終わったら、新着本の整理
納品書の整理
メールチェックと処理
一度、４Ｆに戻り授業利用の対応をする
カウンターに固まっていた生徒たちへのレファレンスを片付ける
閲覧室の見回り
→授業利用の生徒が資料を探しているため
作業をしている図書委員の様子を見に来る
→作業が終わったら閲覧室の整理
→授業利用中でも他の生徒が利用できるように
授業利用する生徒が訪れ、４Ｆへと誘導
→３Ｆにいる生徒たちに一声かけてから、自身も４Ｆへ
カウンターへと戻り、利用者対応（３時間目に授業がない生徒に対して）
図書委員に仕事を頼む
→今回は本の廃棄作業
閉館
Dさん(３日目)
時刻 時間割 分類
8:10
8:15
8:25 H-a-2
8:35
B-b
8:45 G-c-3
情報提供
8:55 ＳＨＲ開始 情報連絡
9:00 C-c
9:05 ＳＨＲ終了
E-b-1
9:10 １時間目開始 情報探索、情報提供
9:32 B-b
9:40 G-e-5
C-c
10:15 F-a-1
10:25 C-c
10:30 返却本の排架
10:40 １時間目終了
C-c
10:50 G-e-5
10:55 ２時間目開始
12:15
G-e-5
12:25 ２時間目終了
C-c
12:35
12:40 E-d-2
返却本の排架
C-c
12:48 E-d-2
13:00 E-d-2
情報提供
13:20 ３時間目開始
朝読書
＊授業利用があると午前中の時点でかなりの貸出数になる
＊今年に入って授業利用が増えた
→宣伝していることもあるが、１年目の時よりも明らかに増加した
補）相模原総合では、掃除をする際は基本的に掃除機を使用している
備考
＊火曜日から金曜日はＬＨＲはなし
　 昼休みの後、すぐに３時間目が始まる
　 ４時間目も存在するが、ほとんどの生徒は３時間目で授業が終わる
→放課後が短くなる
そのまま、カウンターで再び作業
新聞記事の確認や整理、必要あればコピー
→この時に先生が図書館を訪れる
→この際も先生とおしゃべりしながら作業を進める
→その間に返却本の排架
・カウンターに人が来たら、おしゃべりしながら貸出作業
別の図書委員が来たら仕事を頼む
→今回はオススメ本の紹介を冊子にするため、２枚組にする作業
→その際に、ちょくちょく図書委員の作業の様子を見に来る
図書委員が作ったものを受け取る
聞き取り調査終了
→その後もブックカバーかけ作業を続行
昼休み利用、開始
・貸出、返却
生徒が来るまで閲覧室の見回り
図書委員が来たら、カウンター作業をしてもらう
授業使用で使用した本や資料の返却、排架
→ＨＰなどの情報を印刷した紙は裏紙として使用する
１時間目の図書室にいた生徒に対しての利用者対応
・貸出、返却
整備室でのブックカバーかけ作業
→やりながら、聞き取り調査
掃除機のフィルターを洗い、窓に干す
カウンターでブックカバーかけ作業
→時より貸出、返却対応
ＰＣ作業
→大人の図書館通信に乗せるネタ（図書館を利用している生徒の様子など）をメモ
新聞の返却作業
→寄贈扱いで大丈夫か、展示はどこにしてある、など
・新着本の整理
ＳＨＲが早く終わった生徒に対しての利用者対応（基本的に１時間目がない生徒）
・貸出、返却作業
・１時間目、４Ｆにて保険体育の授業利用（授業時間の半分ほど）
今朝の新聞の確認（必要があればコピー、切り抜き作業）
・閲覧室の掃除（３Ｆ右側）補）
→今日は掃除機のフィルターを洗う！
→天気がいい時を見計らって洗わないと、すぐに詰まる
・生徒のお父さんが出版した本を寄贈されたので、閲覧室に展示しておく
→ちょうど講演会もやるため、宣伝も兼ねて（写真家）
・校長先生が様子見に来たので、ついでに上記の報告と確認
内容
図書室に荷物を置いたら事務室へ
事務室にて、新聞の整理
整理した新聞を持ったまま、会議に出席
開館準備
・閲覧室用ＰＣ、整備室用ＰＣの立ち上げ
開館
業務
出勤
職員会議
13:35 情報交換
13:50 C-c
13:55
14:25 C-e
14:35 返却本の排架
14:48 修理
14:50 ３時間目終了
C-c
15:10 G-e-5
16:30
C-f-2
C-f-3
E-b-3
17:00 書類整理
＊今日は放課後利用が少ない
　 そのため、こんな時にブックカバーかけ作業を進めたり、
　 いつも出来ない作業をする
・配布ポストは職員室にある
→予約した本が来ましたよ！のお知らせ
→これもＰＣで作成（何度でも印刷できるように）
・明日の授業利用の用意
→先に貸出処理をする必要がある
発注書作成など、まとめてやらなくてはならない作業を済ませてしまう
→これが終わり次第、業務終了　帰宅
中休みの利用者対応（実質的な放課後）
・貸出、返却
カウンターでブックカバーかけ作業
→時より利用者対応（貸出、返却）
閉館
・予約本のリストを出す
お昼
督促状作成
→今回は少なかったこともあり、作ったらすぐに配布ポストに入れに行く
→ついでに廃棄本を欲しがっていた先生へ渡しに行く
４Ｆに返却本の排架に向う
本の修理作業（破れたページを直す作業）
作業の区切りがついたら、先生と館内でおしゃべり
貸出作業（先生に）
閉館

